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狭帯域IoT通信システムの要件整理について（案）
- 送信時間制限について -



1検討事項

■ 追加検討事項

（１） キャリアセンスについて、狭帯域IoT通信システム同士の共用へ向け、FSKでの試算に基づ
き送信時間制限(案)を示した。

• IEEE802.15.4に準拠するシステムが動作している920MHz帯陸上移動局の技術的
条件（平成３１年総務省告示123号）を参考に、狭帯域IoTとしての要件を整理した。

（2） キャリアセンスにおける単位チャネル幅を基準としたキャリアセンスレベル（閾値）等につい
ては継続協議中。
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項 目 下側帯域 上側帯域

送受信周波数帯 170.0～177.5MHz 217.5～222.0MHｚ

送信空中線電力
20ｍW又は250ｍW以下
（上空・海上利用はなし）

5W以下
（上空利用は1W以下）

占有周波数帯幅
200kHz×N ［単位ch：２００ｋHz、N=1～6］

（200、400、600、800、1,000、1,200kHz）
200kHz×N ［単位ch：２００ｋHz、N=1～2］

（200､400kHz）

データ伝送速度
2400kbps以下

（FSK：600kbps以下、OFDM：2,400kbps以下）
600kbps以下

（FSK：300kbps以下、OFDM：600kbps以下）

変調方式

FSK、OFDM

FSK     : IEEE802.15.4-2020 SUN FSK 19.3項規定及び、
IEEE802.15.4aa-2022 SUN FSK 19.3項規定に準じる

OFDM  : IEEE802.15.4-2020 SUN OFDM 20.3項規定に準じる

通信フレームフォーマット
FSK      ： IEEE802.15.4-20２0 SUN FSK 19.2項規定に準じる
ＯＦＤＭ ： IEEE802.15.4-20２0 SUN OFDM 20.2項規定に準じる

受信感度
FSK      ： IEEE802.15.4-20２0 SUN FSK 19.6.7項規定に準じる
ＯＦＤＭ ： IEEE802.15.4-20２0 SUN OFDM 20.5.3項規定に準じる

空中線利得
6dBi以下 （ただし、空中線電力の低減や給電線損失を

補う分の増加は認められる。）
10dBi以下 （ただし、空中線電力の低減や給電線損失を

補う分の増加は認められる。）

隣接チャネル漏えい電力 隣接CH ： -２５dBc以下、 次隣接CH ： -35dBc以下

不要発射の強度の許容値 -30dBm/100kHz以下（等価等方輻射電力（EIRP)）

キャリアセンス 有り

備考
IEEE802.15.4-2020 SUN FSK 及びSUN OFDM に、IEEE802.15.4aa-2022
で新たに規定されたチャネル間隔及び変調パラメータを追加し、V-High 帯へ拡張したもの

■ 狭帯域IoT通信システムの主な技術的条件（案） 【第4回作業班からの更新】

第4回作業班からの更新・ 狭帯域IoTに係る技術的条件の取りまとめ案を再検討・整理した（一部、検討中）

狭帯域IoT通信システムの主な技術的条件（案）



3狭帯域IoT通信システムの送信時間制限(案)

同時使用する
単位チャネル数

キャリアセンス
時間 送信時間制限 休止時間

1時間あたりの
送信時間総和

確認応答にかかる時間

開始時間 完了時間

1

128μs以上

400ms以内

2ms以上※1 - 2ms以内

50ms以内

2 200ms以内

5ms以内3以上 100ms以内

 920MHz帯陸上移動局における技術的条件を参考に、IEEE802.15.4ならびに狭帯域IoTのユー
スケースを鑑みて、通信機会の公平性を確保可能な送信時間制限(案)を以下に示す。

 送信時間については、周波数利用効率の観点で、同時使用する単位チャネル数に応じて、
IEEE802.15.4で規定された最大長のペイロードが送信可能な最大送信時間を設定

 隣接システムとの共用検討において、狭帯域IoT通信システムは公共性の高いユースケースを主
とし、多様なシステムが混在する920MHz帯と比較して想定される展開規模が異なることから、
一時間あたりの送信時間総和の制限は適用しない※

※ 同時送信数を加味した隣接システムとの共用検討等において、必要と判断されれば再検討を実施する

同時使用する
単位チャネル数

キャリアセンス
時間 送信時間制限 休止時間

1時間あたりの
送信時間総和

確認応答にかかる時間

開始時間 完了時間

1

128μs以上 400ms以内 2ms以上※1 360s以下※2 2ms以内

50ms以内

2以上 5ms以内

1以上 5ms以上 4s以内 50ms以上※3 - - -

920MHz帯陸上移動局の技術的条件（平成３１年総務省告示123号）

※1 送信時間が6ms以下の場合に限り、休止時間を必要としない。
※2 応答にかかる時間は総和に含めることを要しない。
※3 ４秒以内に再送信を行う場合は、休止時間を設けずに送信を行うことができる。

狭帯域IoT通信システムの技術的条件（案）

※1 送信総和の制限を設けないため、他通信の割込みが可能となるよう、送信時間6ms以下の場合の休止時間を不要とする規定は設けない。



4送信時間制限の検討：1つの単位チャネルを使用する場合

 1つの単位チャネルを使用する場合に、伝送速度が最も低く送信時間が最大となる50kbpsにおいて、
IEEE802.15.4で規定された最大長のペイロードが送信可能な最大送信時間にて設定する。

 SUN FSKのパケット構造

SHR (Synchronization header) PHR (PHY header) PHY payload

Preamble SFD (Start Frame Delimiter)

SHR
PHR

[octets]

max PHY
payload size

[octets]

Total size
[octets]Preamble

[octets]
SFD

[octets]

4 ～ 64 2 2 2047 2055 ～ 2115

 標準規定の各パラメータと50kbpsでの送信時間試算より、最大送信時間は400ms以内に

 200kHzの単位チャネル内で運用する4.8kbps等の狭帯域運用も、時間的公平性を鑑みて同様の
送信時間制限を踏襲するものとし、以下のアプリケーションペイロード試算により、具体的なユース
ケースである部隊運用時の位置情報伝送(50～100bytes程度)が実現可能であることを確認した。

400ms, 
4.8kbpsの送信

[bytes]

240

オーバーヘッド [bytes]

PHY 
MAC

(Long/Short 
address)

Network
(IPv4/IPv6)

Session
(TCP/UDP)

Total

8 ～ 68 11 ～ 23 20 ～ 40 8 ～ 20 47 ～ 151

オーバーヘッドを除く
アプリケーション

ペイロード [bytes]

89 ～ 193 

送信時間
@50kbps
[msec]

328.8 ～ 338.4

－ ＝

⇒



5参考資料：狭帯域IoT通信システムの利用イメージ例 (部隊活動利用例）

第1回作業班資料・再掲



6参考資料：狭帯域IoT通信システムの利用イメージ例 (自治体利用）

第1回作業班資料を再掲・一部編集自治体における全体的な利用イメージ（例）

福祉（高齢者等の見守り）

タグ(ビーコン送信)市役所等

自治体
（防災/減災危機管理システム等

情報の見える化／オープン化

メール通知

防災・減災（斜面崩壊の監視）

崩壊検知
センサー等

端末

工事現場

（工事安全管理）

測定局

ＡＩカメラ
/センサー

防災（避難所の人数把握等） 農業
（圃場のセンシング）

環境センサ
（温度・湿度・照度等）



7送信時間制限の検討：単位チャネルを複数束ねる場合

 単位チャネルを複数束ねて使用する場合も同様に、送信時間が最大となる最も低い伝送速度におい
て、 IEEE802.15.4で規定された最大長のペイロードが送信可能な最大送信時間とする。

 狭帯域IoTのチャネル幅と伝送速度の関係（第4回作業班資料に加筆 ※試算に用いた伝送速度）

単位チャネル数 基準とした伝送速度 [kbps] 送信時間 [msec] 送信時間制限 [msec]

2 100 164.4 ～ 169.2 ➡ 200ms以内

3以上 200 82.2 ～ 84.6 ➡ 100ms以内

チャネル幅 200kHz 400kHz 600kHz 800kHz 1,000kHz 1,200kHz

単位チャネル数 1 2 3以上

伝送速度
(kbps)

SUN FSK

５０、100、150

１００、１５０、200、
３００

２００、３００ － ４００、６００ －
(12.5kHz:) 4.8、10
(25kHz:) 20
(50kHz:) 40
(100kHz:) 50

SUN OFDM
１２．５、２５、５０、
１００、１５０、
２００、３００

２５、５０、100、
２００、３００、
４００、６００

－ ６００、1,200 －
１,２００、
2,400

 送信時間試算の結果：束ねる単位チャネル数と最大長のペイロードが送信可能な時間の関係

 高い伝送速度を必要とする具体的なユースケースであるUAV等機械制御（ビデオデータ100kbps
程度ならびに機体制御データ10kbps程度）について、300kbps以上のチャネルを利用することに
より、検討した送信時間制限(1送信あたり200ms以内)の中で実現可能であることを確認した。



8参考資料：狭帯域IoT通信システムの利用イメージ例 (UAV等機械制御）

第1回作業班資料・再掲



9休止時間の検討

 狭帯域IoT通信システム同士の共用にあたり、送信を終えた無線局が次の送信を開始する前に、別の
無線局が送信を開始できるだけの休止時間規定が必要である。

 休止時間 ≧ キャリアセンス時間 + 1ms (RX-to-Tx turnaround time)

 920MHz帯陸上移動局における技術的条件（休止時間：2ms）を踏襲

狭帯域
IoT

狭帯域
IoT

送信

キャリアセンス RX-to-TX turnaround time 送信

1ms for SUN-FSK PHY

キャリアセンス

休止時間

送信を控える
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